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野辺山 45m望遠鏡に搭載された 4ビーム受信機FOREST (Four-beam Receiver System on the 45-m Telescope)
の総受信帯域は 128 GHzだが、現在は SAM45というバックエンドによって 32 GHzに制限されている。そのた
め我々は、有効帯域を拡大するため、バックエンドに追加実装する分光計の開発を行っている。分光帯域を拡大
することによって、高赤方偏移天体の探査や多輝線同時観測などで威力を発揮することが期待される。
そこで、我々は XillinxのVirtex-6 FPGAを搭載した ROACH(Reconfigurable Open Architecture Computing

Hardware)2ボードを用いて分光計の開発を行なった。2016年度までに帯域幅 1600MHzのWide bandモードと、
帯域幅 50MHzの Narrow bandモードの開発に成功した。Narrow band モードでは FFX (Filter and FX)のア
ルゴリズム (Iguchi and Okuda 2008)を採用することによって、入力信号のアナログ部を変更することなしに、
高分解能分光を実現した。Wide bandモードは、分光点数 2048点、dump time 0.1秒を達成し、Narrow band
モードは、分光点数 1024点、dump time 0.04秒を達成した。また各モードに対して、周波数分解能、ダイナミッ
クレンジ、感度、安定度、の 4項目について実験室での評価試験を行った。
性能評価の結果、周波数応答関数の半値幅はWide bandモードでは 671kHz、Narrow bandモードでは 46kHz

となった。感度はWide bandモードで 60分間の積分に対し、信号が無い周波数帯の雑音の二乗平均平方根が時
間の−
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乗に比例して減少することを確認した。


